Research and Development of the Subject-areas Type Curriculum by the Experimental Schools of the Ministry of Education by 水原 克敏
95文部省実験学校の教科型カリキュラムの研究開発（水原）
序　課題と方法
本稿の目的は，1951（昭和 26）年学習指導要領改訂後，文部省実験学校がコア・カリキュラムの
次に，どのような教育課程の開発研究を進めつつあったのかを分析することである。研究対象は，
1952（昭和 27）年 4月から 1955（昭和 30）年 3月まで教育課程の実験学校として指定された神奈川
県足柄町立福沢小学校と東京芸大学附属世田谷小学校の 2校のカリキュラム開発である（1）。教育課程
行政史において，1951年改訂によるカリキュラムの自由化から，1958（昭和 33）年改訂では，いわ
ゆる系統主義カリキュラムに転換されるので，これら 2校の研究開発はその重要な位置を占める（2）。
なお，世田谷小学校については，既に拙稿で明らかにしているので，本稿では福沢小学校の分析を中
心にして，結びで両校を比較したい（3）。先行研究については，1958年改訂に至る政策的な研究や社
会科に焦点化した研究あるいは経験主義教育実践の研究はあるが，教育課程行政の確立に至る道筋と
して，実験学校のカリキュラム開発に注目した研究は管見の限り見当たらない（4）。
第Ⅰ章　1951年学習指導要領　改訂以前の福沢小学校のカリキュラム開発
（1）1948（昭和 23）年 10月，社会科中心の生活カリキュラム第 1次案
文部省調査指定学校・東京文理科大学実験学校としての福沢小学校は，同校を指導した石山修平に
よれば，「まず自由研究の活用に出発し，次いで社会科の充実につとめ，かねてからの日常生活指導
と結んで，いよいよ生活カリキュラムの構成と展開に進」むという過程にあった（5）。その進行過程で
同校は 1947（昭和 22）年 10月に「社会科学習指導計画」をまとめ，例えば，図表 1の第 6学年の学
習活動要項（4月）では，Ａ「学級常会」で学級及び学校自治の問題，Ｂ「村の自治組織・警防組織」，
Ｃ「県の政治」，Ｄ「新しい憲法の研究」という項目で，Dでは，1．新憲法について新聞雑誌をしら
べる，5．第一次大戦と第二次大戦の話をきく，7．憲法の精神について話してもらい紙芝居を作るな
ど 9項目が内容で，確かに，社会科を中心に学校・家庭・社会の行事など日常生活指導も組入れて中
心課程が編成され，これとの関係で他教科との連絡が設定されている（6）。
次いで，1948（昭和 23）年 10月には，「学校経営おぼえがき」と「生活カリキュラム」（1・2年）（3・
4年）（5・6年）の指導計画がまとめられ，前者では社会科中心の生活カリキュラムの意義が論じら
れ，後者では，それを具体化した指導計画が編成された。同校は，従来の教育が「教科中心，教材中
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心，教師中心の方法」で「誤り」があったとし，今後は「心理主義」と「児童の生活」に基づいてカ
リキュラムを編成すべきであると主張した。他の代表的な実験学校である高等師範学校附属小学校と
東京学芸大学附属小学校では，社会調査による社会的課題やニーズを踏まえてカリキュラム編成する
志向が強かったことをふまえるなら，「心理主義」と「児童の生活」とに足場を置くカリキュラム編
成は，福沢小学校の特徴と言える。同校は，「児童の人間全体としての陶冶を社会的な生活経験の指
導によって達成」しようということで，社会科中心のカリキュラムを強調した（7）。
「心理主義」や「児童の人間全体」を陶冶する社会科中心のカリキュラムは，1947年学習指導要領
編成の責任者であるヘファナンの影響がみられる。ヘファナンの指導を受けて出版された文部事務官
井坂行男著『新しい小学校の教師』（1947年 11月）では，「人間が全体（as a whole）として発達す
るという事実は，現代心理学の確証している所」で，「人間は，精神的・身体的・情緒的な力をすべ
て併せ用いる」。だから「教科課程は，人間の成長と発達のすべての面を考慮に入れなければならな
い」。その場合，人間は「個人差」があり，「学校は，個人的能力，必要，興味において，それぞれの
児童に即応できる計画を立てねばならない。民主的な教育の一つの重要な尺度は，すべての児童それ
ぞれの要求にいかにうまく応ずるか」である，と。ちなみに，後年，同校は，「個人差を重んずる教育」
の重視と「特殊学級」の開設（1950年）へと進むことになる（8）。
さて，児童の人間全体の陶冶を重視する同校
は，教科を分立する教科型カリキュラムに疑問
を呈する。人間は「最初から統合的な全体であ
る。身体的にも精神的にも全体の統一の中で部
分や機能の差異と特性をあらわし，自分自身の
たてた目標・目的を絶えず積極的に追及して行
く，即ち生活と行動とは個体と環境との間の継
続的な交渉の過程である。」「生活の満足と成功
をおさめるためには，数多くの目的（志向）」・
「意欲・欲望というそれらを調和的に統合しな
ければならない。ここに統合（integration）の
価値を見出す」。「現代の民主的教育計画は児童
の全体的発達と統合を継続的に促進する状態を
維持するように」組立てられるべきで，「ここ
に生活カリキュラム構成の一つの目標がある」
と。要するに，統合的な存在である人間は，目
的・意欲・欲望を調和することが不可欠で，そ
のために統合された生活カリキュラム構成をと
る必要があるというのである（9）。図表 1
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そこで教育課程の原則として，次の 2項が立てられた（第 1次案）。
　（1） 各教科のわくを外した融合的状態となるのであるが，更に又各教科的要素が系列を以て組織
され現実生活を基調としてこれを取りまく各教科的要素が渾然として一体化したもの，生活
学習教科課程の一部となる。
　（2） 更に教科以外の従来生活指導といわれた部面，作業といわれた部面，休憩といわれた部面，
課外学習といわれた部面を全部この教科課程内に吸収され，その一環となって展開して行く
ものである。
第 1は，各教科要素を取り込み，第 2に，教科外の生活指導も取り込んだ生活カリキュラムを編成
するという原則である。その生活カリキュラムは，やはり「社会科を中核」とし，「児童の生活」か
ら「スコープとシーケンスを考慮した作業単元」を構想する。「社会科学習指導計画を根幹とし，こ
れに各教科要素を融合させる」という仕方で編成する。「各教科要素」とは，「各教科の持つ本質的な
特質，不可欠な要素を抽出」したものとの説明はあるが，それは教育内容なのか，能力なのか判然と
しないが，「生活カリキュラム」（各学年）を見ると，「各教科指導重点」と共に「各教科の指導内容」
が細かく配列され，教育内容を含んだ能力要素が「作業単元」に挿入されている。
例えば，第 4学年の国語の要素を見ると，「1．学んだ単語はつとめて使う」，「28．よみの範囲が
教科書以外へひろがる（学級学校文庫）」，「32．会話文のよみのますます完成されてくる（もんしろ
蝶・逃げたらくだ・仲よし）（中略）」等々とあ
り，また算数要素を見ると，「1．郡内，村内の
役員，人口等を棒グラフにて統計する（茂のし
らべ）」，「10．三位の加減を筆算，珠算で行う」，
さらに理科要素では，「1．自分で問題を把握す
る能力を養う，2．研究の方法を計画する」「22．
空気には圧力がある」などで（10），要素の内実は，
能力と教育内容の両方を含み，学校内のテスト
用ではなく実社会で使える能力である。各教科
要素は，生活に必要な基礎基本として重視され，
「各科の内容が洩れなく学習できるようにならな
ければ真の生活カリキュラム（統合的カリキュ
ラム）は成立しない」と捉えられている（11）。
さて，教育課程の原則第 2点目である。教科
以外の諸活動を教科課程内に吸収したカリキュ
ラムのあり方について検討すると，どの学年も
教科外の生活指導に相当する内容が，社会科の
軸に沿って配列されている。例えば，図表 2　第
6学年の作業単元「新聞」を見れば，上段に社 図表 2　第 6学年の作業単元「新聞」
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会科を中心とした作業単元の軸があり，同時に並列して，下段に教科外の活動内容も配列されている。
教科以外の諸活動の項目（入学式，遠足，田植，運動会，学芸会，部落常会，学校常会等）もいれて，
「児童の現実生活を基調とした」渾然一体化したカリキュラム作成，これが生活カリキュラムである
と捉えられている。その中間の位置に「各科の指導内容番号」という枠組みで，上記の「各教科要
素」が配置されており，2段に分けられた各教科の欄に，上段は社会科対応，下段は教科外の諸活動
対応の教科要素の番号で入れられる。上段の内容は容易に想像できるが，下段の例を挙げると（図表
省略），第 5学年の「5年生になって」という「教科以外の諸活動」では，家庭科の「23．学用品の
整理保存」と「26．用具を工夫し製作する」という教科要素が配置され，「二，組長を選挙する。三，
学級自治会」に対しては，国語科の「11．相手の話をきいて直に自分の意見が出せる」と「5．自分
の云うべき時話がちゃんとできる」という教科要素が配置されている。要するに「各教科要素」が社
会科と教科外諸活動の 2軸に対して配置されているのである（12）。このような仕方で，生活カリキュ
ラムでは，各種の能力を育成することが企図された。国語では 1.語彙能力，2.読書能力，3.発表能力，
4.作文能力，算数では 1.計算能力，2.統計能力，3.応用能力等々全教科で能力項目が設定された（13）。
さらに日課のカリキュラムであるが，社会科の軸と教科外諸活動の 2軸を中心に各教科要素を融合
した「単元中心の日課編成」が目指された。「新しい生活学習では教科の区分は問題ではなく，児童
の一貫した活動がある」。「この一貫した流れの中に各科の系列的要素が洩れなく片寄りなく盛られて
いなくてはならない」という。1日の展開は，①朝会前の作業，朝会，清掃，②社会的学習，③基礎
練習，反覆練習的学習，④休養レクレーション，運動競技，⑤芸能表現的学習，⑦自治的役員活動と
いう構成で，第 6学年の時間表を見ると，単元「社会とラ
ジオ」の場合
朝会　合唱
朝の打合せ―今日の課業を中心としての予想・計画樹立
 8：30― 10：10　（1頁分）壁新聞をつくる
　　　　　 壁新聞をつくる計画，話し合い―国語の話し方
の修練，紙面の分割についてのいろいろな案
10：10― 10：30　国語テスト（新聞用語を含めて）
10：30― 12：00
　　　　　算数　分数の大小比較，算数教科書　上
　　　昼食
12：00― 1：00 　清掃休憩　麦かり
 1：00― 1：45 　音楽　ヘレンケラーの歌
 1：45― 2：25 　図工　図案　壁新聞　カット図案
このような日課を支える図表 3「自由進度表による自学
システムが中心」に展開されている。年間計画―月予定―
1週間の見通しという中で，「学級独自の立場から自由に
計画的に立案」されるという。それは毎週木曜日の放課後図表 3　自由進度表
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に来週の予定表を編成する職員常会を開き，さらに翌金曜日に児童の学級常会を開いて「児童と協議
の上完成」し，土曜日の朝には「校長の検閲」を受けるという。自由進度表の編成に当っては，（1）
教師と児童との協同作成・計画であること。（2）時数計算の立場にたって，科学的・合理的なもので
あること。（3）固定的なものでなく学年学級によって適当に分割できること，などの確認がある。毎
週，児童と共に作成する図表 3を見ると，毎日第 1単元時，第 2単元時，第 3単元時という大くくり
の時間枠が 3つあって，この枠内で「学年独自の立場で適当に分割し教科をとりまぜてやる」という。
第 1・第 2単元時の中間には「特別時」が設定され，月・水曜日は国語・算数テスト，金曜日は班常会，
火・木・土は自由時間で，休憩・運動遊戯・特別施設の時間となっている。全体は生活カリキュラム
で総合学習的に進めるので，学力低下あるいはバランスが悪化しないように，学力テスト時間の設定
と同時に，表の最下段に「時数計算」の枠があって，各教科の時間数が記録される。
ところが，このような生活カリキュラムでは「力が落ちる」ことが懸念されるので，同校は，学力
形成を支える「各教科の反復練習」，例えば算数の基礎練習，国語の書写練習，よみの訓練など，「社
会科の中に吸収されぬ部分は純粋に取り出して従来の各教科として取り扱う」仕方をとった（14）。図
表 2の最下部を見ると，国語・算数・音楽・図画・家庭・体育衛生の教科が独立して教科の授業とし
て展開する時間が設定され，例えば，第 5学年の国語では，「28．和歌俳句詩が書ける」，算数では「9．
統計等により割合を出す」，音楽で「20．合唱を一層強化する」など，各教科固有の時間と内容が配
置されている。当時の生活カリキュラム志向の実験学校と比較すると，明確に各教科固有の習得・練
習時間を配置しているのが特徴である（15）。
自由研究についても特徴がある。3つの型があって，第 1型は，「学年の垣をはずして同好の者が
集って研究するもの」で，毎週，月曜日第 3単元時に行う。
児童が自分で選択することが基本であるが，個性調査表や
教師及び保護者によって適切な部を選択することになる。
「一つの課題の研究解決が完了すれば，教師と相談の上，
他の部へ移って研究することができる」という。研究の進
め方は「自由研究カード」（図表 4）に年月日・研究タイ
トル・内容（しごと）を記録し，教師の批評も記述される。
教師の指導は，（1）自発的に問題を選択しているか，（2）
自主的に学習を進めているか，（3）継続して研究を遂行し
ているか，（4）よく整理しているか，などの観点から行わ
れる。第 2型は，「各学級における自由研究で，各個人の
欠点・短所を補っていくことを主目的」とする補習であ
る。これは「不得意な学科を進めるために，自発的に学
習する時間であって教師にとっては絶好の遅進児指導の
時間」となる。第 3型は，「学校全体のクラブ組織の活動」 図表 4　自由研究カード
100 文部省実験学校の教科型カリキュラムの研究開発（水原）
と説明されているが，挙げられている例は学校常会・学級常会など，要するに，自治活動である。児
童常会，班常会，部落母子常会，朝会などがこれに当る。
そして注目されるのは，「学習効果判定」（理解・態度・能力）まで追究されたことである。効果判
定の項目は，（1）理解（知識・思考・研究）：人と国家・社会・世界・自然の相互依存の関係で，1．
人間の自然資源利用と順応，2．人間の生命維持の仕方，3．中央地方の行政組織機能，4．社会施設
の機能，5．過去及び現在・将来への影響，などへの理解 5項目，（2）態度（関心・評価）：よりよき
社会人としての態度で，1．人間関係に鋭敏，2．創造的協力的，3．科学的，4．責任性と遵法の精神，
5．家庭愛・民族愛，6．寛容にして礼儀正しい，7．民主主義社会に対する愛と理解など 13項目，そ
して（3）能力（習慣・処理・協力・責任・統率）：1．重要な問題を討議し解決，2．科学的な方法で
種々な資料から合理的に定式化する，5．民主主義的方法によって協力するなど 17項目で，全体とし
て，民主主義を前進させるための（1）理解，（2）態度，（3）能力の評価項目が立てられ，判定時期
は，定期的な中間・期末調査や不定期の学習時で，進め方は，観察・父兄からの報告・児童相互批判
などで，方法は，1．紙問法，2．口問法，3．観察法，4．児童相互法，5．個性調査法，6．父兄の報
告，7．ノート検閲，8．日記検閲などである。同校の特徴的なのは個性調査表の作成で，個性指導を
具体化するために，氏名・家庭状況・身体の記録・標準検査記録（知能検査等）・行動の記録・学習
経験の記録などが検討されている（16）。
以上，福沢小学校が 1948（昭和 23）年 10月に発表した第 1次案であるが，それは社会科を第 1の
軸とし，教科外諸活動を第 2の軸として，2軸に対して「各教科要素」を織り込む生活経験学習のカ
リキュラムである。学力低下批判をふまえ，各教科の基礎基本にかかわる系統学習の時間を別枠で確
保し，かつ，算数・国語へのテスト時間を毎週設定し，学習効果を測定評価するなど，手堅い処置が
行われていた。カリキュラム運営では，学級と児童生徒に裁量を与える自由進度と自学システムそし
て自由研究が設定されたことが注目される。このようなカリキュラム構成をとる基本には，民主主義
社会を築くためには民主主義教育が必要で，従来のように上から教え込む教育ではなく，「被教育者
の自発活動が第一に前提とされなければならない。そしてその自発活動を可能ならしむるものは必要
と興味である。」「民主教育の目的」は「生活経験から自主的に学び」とらせることで，「その方法は
心理主義，生活経験主義」による「生活学習」でなければいけないという構想である。石山修平を指
導者に迎え，かつ，文部省実験学校として，重松鷹泰・和歌森太郎・浜田陽太郎・長坂端午・上田薫
らの指導を受けたことが大きく影響したものと考えられる。
（2）1949年 10月の生活カリキュラム第 3次案：生活律動課程の設定
1948年 12月には「生活カリキュラム（第 2次案）」に次いで 1949（昭和 24）年 10月，『生活カリ
キュラムの実践（第 3次案）』がまとめられたが，これまでの反省 10点が興味深い。第 1は，学習指
導要領の方針をふまえつつ，生活カリキュラムの「漸進的な行き方」で「確実な方法」をとろうとし
てきたが，しかるべき活動内容が「中心学習において解決すべきしごとか。中心学習以外で取り出し
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てやるべきか。」判断の難しいことが「多々あった」という。第 2は，生活カリキュラムのプランの
作成・実施に多くの時間がとられ，教育の実態を測定して客観的に反省することができなかった。第
3は，「生活カリキュラムの基盤となるべき，要素表の研究が不十分で，よりよいものが得られなかっ
た」。第4は，「教科の総合的学習が，真に行われたか」，「実際は教科カリキュラム的」ではなかったか。
コア学習においては，各教科の総合学習が期待されるが，その実際は「研究の日が浅く，教師個人の
質の問題」もあった。第 5に，以上の 4点により，「生活カリキュラム実施による効果測定の面で，はっ
きりした結論は出せなかった」というのである。さらに反省は続く，第 6に，「計画と実践部面とを
結ぶ方法（実践プランと称すべきもの）が未熟であった為，思わしい結果を得られなかった」。第 7
に，「社会科単独実施の当時と比較」して，「進歩している」が，「学習の実際において，どうかする
と平板な，逞しさのない」，「求心的な授業でなく，散文的というか，力のよわいものになり勝ちであっ
た」。第8に，「教科並列的指導計画」即ち教科型カリキュラムと「本質的には，どの位違うであろうか」
という「疑問も出た」。第 9に，「施設，資料の問題が解決された場合には相当効果が上がると思われ
たが」，未整備であった。そして第10に，「効果を充分にあげるための，細部にわたる方案」がほしかっ
た。という。いずれも当時の実情をふまえるなら，真摯で妥当な反省であると言えるであろう（17）。
同校は，生活カリキュラムの「理論的研究は一応完成した」と捉え，「当面の課題」は，その「指
導方法の反省と，実際効果の充実，指導方法の熟練」にあること，とりわけ「実質陶冶的実力の充実
が最大の関心事」であるとして，1949（昭和 24）年度の実践計画が進められた。そこで第 1に，「日
常生活指導要素表」が作成された。その理由として，「人間生活の規範的方向づけは，戦後の自由主
義の誤解と，直接に修身科に代った，社会科の取扱に倫理性を欠如し，理解，態度，能力といふ様に
完全な指導目標のわくはありながら，理解に重点が注がれ，生活態度の徹底的把握に欠ける処のあっ
た点に鑑み，この問題と正面から取り組むべく決定した」と説明された。その内容は「従来，生活指
導と呼ばれ，躾と呼ばれた」もので，「日常生活指導要素表」を受けて，「生活律動学習」が企図され
ることになったのである。生活律動課程によって生活カリキュラムを徹底するために，社会科も含め
て各教科を整理して「生活要素表」を作成することにしたという。「前年度は社会科を中心的学習と
し，他教科を周辺教科として配置し」，その際，他教科の要素表は作成したが，社会科のそれは作成
されなかったが，今年度は，「社会科の持つ生活要素を細かく分析し，各学年の指導の項目をはっき
りさせ」，かつ，上記の「日常生活指導要素表」と合わせて，「生活要素を洩れなく認識して，学習の
当る必要から」，社会科及び他教科の「生活要素表」を新たに作成したのである（18）。
さて，カリキュラム編成であるが，現実及び未来生活へ対応することを目的として，「社会問題を
中心とする学習」と「生活律動学習」の 2軸によって中心課程が構成され，その 2軸に対して，「直
接関係課程」と「間接関係課程」とが編成された。この 2課程は，いわゆる周辺課程である（図表 5）。
「社会問題を中心とする学習」の課程では，独自作成の「社会課題表」及び学習指導要領の社会科
目標より「社会的理解，態度，技能」を獲得させることが目標とされ，プロジェクト活動・構成活動
中心とした学習活動である。それは「一貫した骨髄的活動」で社会科，理科，家庭科が主たる内容と
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され，かつ体育，音楽，国語，算数の教材も導入さ
れる社会問題学習である。他方，「生活律動学習」の
課程は，「1年中の季節，時間的経過の中に断片的に
生起する事象のうちに，特に児童の現実生活問題解
決の重大な材料となる問題」を「1年を通じて，継
続的，断続的」に行うもので，「うさぎの飼育」，遠
足，学芸会，「学校常会」，「夏休みの計画」などが
みられる（19）。
「社会問題を中心とする学習」と「生活律動学習」
の 2軸による学習は 6類型（しごと，まなび，れんしゅう，じょうそう，
けんこう，じゆう）ある。第 1類型の「しごと」では，社会的問題と生
活指導的問題を中心に，プロジェクト・メソッドを用いて「思考過程と
実際行動と相即した活動」が期待された学習で，具体的には，グループ
活動，討議学習，構成活動，地図統計グラフ説明，表現活動（劇化，創
作，映画，幻燈，放送），見学調査，実験観察・記録などの活動である。
第 2類型「まなび」は，国語・算数・家庭科・図画・理科・音楽の基礎
学習など。第 3類型「れんしゅう」は，書き取り・読書・算数・図工・
裁縫の技術練習と反復練習など。第 4類型「じょうそう」は，鑑賞・創
作・表現（音楽・図工・文学）など。第 5類型「けんこう」は体育・衛
生など。そして第 6類型「じゆう」は，自由研究や個人問題の解決，遅
進児の指導，発展学習などである（20）。
図表 6「第 6学年予定表」（第 6学年第 9週）を見ると，「しごと」，「ま
なび」，「れんしゅう」，「自由研究」という枠組みで編成され，しかも最
下部の枠には，予定と実施の時数計算表が設定され，確実に時間をかけ
て習得させることを企図されている。そのために，図表 7「週の時数計
算基礎表」のように課程ごとに周到に時間管理がなされている（21）。
カリキュラムの構成として，上記 2軸を中心に，直接関連課程と間接
関連課程とが設定されているので，これらの 2課程について確認してお
こう。まず直接関連課程について，同校は，「中心課程に直接結びつき，
中心課程の展開に直接参与しこれを完全に遂行させるために，そのしご
との前に独立して行う学習，又は中心課程のしごとが終ってその発展と
して直後に又は遠くない時間に独立して行うものを言う。これは間接関
係課程と共に，周辺課程というべきものである」と説明する。この説明
で注目すべきは，周辺課程には，直接関係課程と間接関係課程とがある図表 6　第 6学年予定表
図表 5　直接関係課程と間接関係課程
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というカリキュラム構成である。間接関係課程は，「直接
には生活学習と結びつかないが，なるべく，その結びつ
きを考えて行う。独立して指導するもので直接関係課程
と連関した各教科系統的なるものをもつ，要素表に盛られ
ている各教科の系統を重視して指導し高学年では系統課
程又は独立課程として指導されるものである」。とりわけ
「用具教科の徹底によって，中心的学習が弾力性を持つよ
うにしたい，その意味で，国語，算数には特に力を注いで
見ることにした」という。要するに，特に国語と算数は特
別扱いで，基礎的な系統学習とドリル学習を，間接関係課
程に位置づけて，低学力低下批判を克服しようとしている
のである（22）。
カリキュラムの運営では，もうひとつ大きな仕掛けがあ
る。それは「基底プラン」と「実践プラン」という 2つの
プランである。基底プラン（図表 8）は，「実践プラン作
成の基礎として 1年を通じた計画」という位置づけで，学級ではその「基底プラン」をふまえて「実
践プラン」を立てるという関係にある。「基底プラン」は全校的な話し合いと確認によって作成され
るが，ややもすると，「プランの固定制が児童のプロジェクト的展開をさまたげ，活気のない学習を
誘い，生きてはたらくカリキュラムの展開とはなり得ない」。そこで臨機応変に対応するために「実
践プラン」が必要となる。「その遂行に当っては，日々のしごとに直接に関係を持つ，資料単元・資
料表の作成こそ急務である」という（23）。
「基底プラン」はどのように作成されているか。「第 6学年基底プラン」の実際を見ると，その 4月
の単元は「新聞」で，そのねらいとして 8項目，例えば「1．通信の発達は世界を次第に狭いものに
してきたこと，2．通信の発達は人々の意見の交換をきわめて容易にしてきたこと」，などの項目が設
定されている。その教育のための「環境設定」として，展示物，各種新聞，絵画や書物などの準備，
「導入」として話し合いをしたうえで，「新聞について郷土の調査」に入るという段取りである。この
生活学習をコアとし，コアとの関係において，国語・社会・算数・理科・音楽・図工・体育衛生・家
庭が直接関連課程を構成する。その内容が，図表 8の各教科内の 3段（社会的問題，独立，生活規律）
の上段「社会的問題」の欄の数字である。例えば，国語の 28は，「国語要素表」に指定されている要
素「28　詩情表現文は内容をあらわすようによめる」というもので，上段「導入」の「展示物よりの
話合い，新聞記事よりの話合い」の具体的活動が国語要素 28という意味である。同じく国語の「独立」
の点線上にある 25と 23は，「25　読みつつ内容把握，大意，文意，節意」と「23　読書速度　音読
1分 350字，黙読 370字」とあり，これは「社会的問題」や「生活律動学習」とは関係なく独立して
国語の時間として進める内容である。そして国語の「生活規律」の欄の 33.41.39.5.8.とあるのは，最
図表 7　週の時数計算基礎表
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下欄「生活律動課程」で「6年生になって，学
校自治組織委員となって」という課題を具体化
するための番号である。例えば「41．文創作の
場　学級行事メモ，告知板，学級，学校日誌」
などの作成が指定されている。このように基底
プランでは，カリキュラム全体に学習させるべ
き全要素が入れられているのである（24）。
さらに，同校の特徴は，「各学年日常生活態
度重点」が「習慣的生活態度」と「自覚的生活
態度」とについて 6年間の指導計画が作成され
ていることである。前者は，衛生・物の後始末
などの基本的事項が中心で，A食事・睡眠など，
Bハンカチ・鼻紙など，C後始末などの項目。
後者は，責任感・積極性・勤労・経済・交際・
公徳心が中心で，家の仕事の分担，公共物の重
視などが重点項目である。これらの項目が，「日
常生活態度要素表」に分類されて，各学年の指
導項目が設定された。例えば，「民主的社会的
実践人育成」という理想の下に個人生活，家庭
生活，学校生活，社会生活，経済生活，国際生
活の 6領域で，「指導象面」が食事，睡眠，排
泄等々の約 30のサブ項目，さらにその具体的な指導内容が約 100項目以上など生活の細部に渡る項
目が詳細に設定された。このように要素表に分類された項目が，各教科の要素と同様に，カリキュラ
ムの「基底プラン」の生活律動学習課程に組み込まれるのである（25）。
以上，福沢小学校は，第 1次案・第 2次案・第 3次案によって，1951年学習指導要領改訂以前には，
「社会問題中心学習の課程」と「生活律動学習の課程」という 2軸をコア・カリキュラムとして，「各
教科要素」を 2軸に融合させる仕方で展開してきた。3次にわたる開発では，教科外諸活動がしだい
に「生活律動学習の課程」として，一つのコア課程に成長する経緯を確認することができた。カリキュ
ラム運営は，「基底プラン」と「学級プラン」という仕方で，学級や個人の裁量に裁量を与えつつも
学校全体のバランスをとる工夫がなされた。また，生活学習と同時に，各教科の学力形成については
最大の注意が払われ，コア課程に直接関係する教科課程のほかに各教科の基礎基本を系統的に習得さ
せるための間接課程が設定され，かつ，各教科の周到な時数計算と算数・国語等のテストが設定され
た。カリキュラム全体としては，民主主義社会を築く実践的な人間像が目的で，「正邪を判断する叡
智」，「実践する情熱と意思」，「真実を他人に及ぼす真情」，「他人の立場を尊重」，「協力的な社会的実
図表 8　第 6学年の基底プラン
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践人」を育成するとして道徳的・公民的な資質形成も積極的に展開されたが，時代状況を踏まえると，
前述の反省 10点を克服することはかなり困難であったと推測される。
第 2章　福沢小学校の文部省実験学校報告（1952～ 1954年度）
（1）研究目標―統合された総合学習か，各教科の特色を生かす教科主義か―
1952（昭和 27）年 4月から 1955（昭和 30）年 3月まで 3年間，東京学芸大学附属世田谷小学校と
神奈川県福沢小学校が文部省実験学校として指定された。両校は，これまで実験学校として日本を
リードする実践を積み重ねてきており，おそらく，都市型と村落型の代表的な学校として 2校が選ば
れたものと推測される。研究課題は，「教育の全体計画は，どのように立てるのが，こどもの学習に
有効か」というもので，文部省初等・特殊教育課長上野芳太郎は，「この研究は，教育課程の構成に
関する問題」であると説明した。戦後の経験主義の生活カリキュラムとりわけコア・カリキュラムが
行き詰まった段階を迎え，次に教育課程構成はいかにあるべきかが日本の課題となっていた。とりわ
け，「基礎学力の低下，道徳教育の不徹底，知識と実践の不統一」などの問題に対応できる新しい教
育課程を提案することが求められたのである（26）。
これに対して 2つの仮説が立てられた。「学習の全体計画の各部が，真にその本質が究明されず，
そのおのおのが分離してしまって」「相互の連関統合」や「各教科間の横の連絡統一はきわめてふじゅ
うぶん」ではなかったか，つまり，「よく統合された学習の全体計画の必要」という仮説。そしても
う一つは，「統合も必要であるが，各教科の特色がなくなってしまうから，教科主義でなければなら
ない」という仮説である。同校としては，「こうした二つの異なった主張の間にあって，こどもに有
効な学習計画」を究明することにした。研究経過は，昭和 27年度は，民主社会における有能な社会
的実践人の実力養成の全体計画を検討し，同 28年度は，実力の検討を一歩つき進めて，知識の問題
を解明して，基礎学習の位置づけを明らかにし，そして同 29年度は，客体としての各教科の教科内
容の連関相互の相を，目標によって統一する全体計画を研究したのである（27）。
（2）「生きて働く知識」と「実力」形成のカリキュラム開発
福沢小学校が，育成すべき子どもの「実力」は，①民主主義社会を推し進めていく力，②現実生活
への実践知として体得していること，そして③知識・技術が「子供の性格の中」に構造的に統一され
ていることの 3点である。民主主義社会の建設に向けて「実力をつける中軸」は，「こども自身の主
体的把握」であるが，「先生の命令で」「形式的なみせかけだけの主体的学習」になっている場合があ
るので，「こどもそれ自身の立場から出発」させる。そのためには，「学習の対象となる事象にも必然
性をもたせること」，「統一性，構造性をもって位置づけられなければ，真に子供の力とはならない。
たとえドリルとか反復練習でもこの法則をぬきにしては，こどもの身につかない」。「こどもの力のつ
け方は，量的な学習と質的な学習の相互の媒介の関係による」ので，「必然性と言うも，その量的発
展の質的変化，さらに質的変化が量的発展をおこす」ことを踏まえなければならないとした。同校の
研究としては，①「単元学習と子供の力」，②「お店やさんごっこ」の「ぼやけ」改善，③社会科に
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おける歴史学習，④「生活律動課程」に関係する「国語の力のつけ方」等，⑤道徳の力のつけ方，⑥
「如何に知識を獲得させるか」，基礎学習の仕方，⑦特殊児童の取扱などである。同校は，これらの研
究項目を通して「カリキュラムの構造を再吟味」をすることにした。
さて，「民主主義社会に即する教育として文化価値を如何に構造化するか」，「戦後におけるカリキュ
ラムの研究は，現代の社会に即した教育内容の統合化構造化への努力である」。ところが，「学力観に
於ける種々なる見解の如く，真の統合は未だなし得ない」ままで，「徒に文化財の分析や整理に終っ
ている」という。これはコア・カリキュラムで採用されている経験領域（スコープ）の分類，即ち，
1.生命保全，2.資源の保全，3.生産・分配・交易・消費，4.交通・運輸・通信，5.宣伝，6.交際，7.厚
生・慰安，8.美的表現，9.自由の伸長，10.真理の愛好，11.教育，12.政治などの 12項目について，
分析・整理しただけであると批判しているのであろう。「真の統合は分析や整理にあるのではなく，
学習者の主体にある」。「人間そのものの内面に於ける過程の中に統合がつくられなければならない」。
「然らばどんな素材が統合され易いのであろうか，この問題は実に大きな問題である。それを解決す
る糸口として，素材を構成する最も根本的な知識の質と量の特質，及びその関係を究明するならば，
素材を構造づけることが可能になる」と同校は捉える。 
そもそも知識とは何か，という問いへ進む。「知識は単なる断片的な事実や叙述や原理の記憶では
ないが，しかし記憶されていないものは知識とは言えない」（橋本重治著『学力検査法』）を引いて，
「真の知識は客観的なものでもなく，又主観的なものでもない。主観が客観を含んで合一した時に真
の知識と言えるであろう。普遍性，妥当性のないもの，又は実用的機能的でない知識は，本物の知識
ということは出来ない」と断ずる。要するに，客観的な知識・原理等を習得して主観的に連結・構築
して現実に対応できる実用性・妥当性のある認識が得られるようになった時，それを構成する要素は
知識と言えるということであろう。しかも同校は，上田薫の「質の高い知識とは，それ自身が発展へ
の可能性をもった知識である」。「その知識をもつことがより高く広い視野を開くものであり，又新し
い知識を生み出して行く力をもつことでなくてはならない」という言を引いて，「人間発展の契機と
なる生きた知識」という同校の主張する「生きて働く知識」につないでいる。「かかる知識は，生活（経
験）の中に存在し，お互に連関し合いながら，全体として有機的統一をもっているものである。もし
その統一が破られる時は，知識は孤立して真の理解に達することができなく，その知識の重要性，実
用性，活用性は忽ちにして薄弱になってしまう」と論じる。それでは，「児童が如何にして，学習に
於て，客観的なものを認識し，立体的な力として獲得するのか」，最も重要なことは，「児童の経験」
であるという。学習指導においては，「最も価値ある時に，我々は児童の感性を重視し，彼らの内面
にひそむ真実への追求心を喚起せしめて，高度の推理判断の段階へと」高めることが必要である。従
来型の「たくさん記憶」する教育は否定しているが，「生きて働く知識」に仕立てる上で，「知識を記
憶すること」「練習すること」は重視されている。「我々は記憶する過程に着目しなければならないで
あろう。経験から出発して内から統一に至るまで，学習を徹底した時にその過程に於て記憶は確実に
されていく」。「練習は一度記憶された知識をより確実化する作用である」。「練習は記憶を確実化する
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ばかりでなく転移を容易にさせる」というのである（28）。
要するに，教えるべき素材は知識であり，かつ記憶していなければ知識とは言えない，しかも学習
させる知識は新しい知識を生み出す発展の契機となるものでなければいけない，そして体系性・統一
性を持っていなければ実用性・活用性は弱くなる，このプロセスは経験によって始まり統一性がもた
らされる，これを強化するためには練習が必要で，練習によって，確実性を増し転移可能な知識とな
る，そうしてこそ「実力」が育成できるという認識である。
（3）学習における主体的必然性を確保できるカリキュラム
第 2輯の報告書（1954）は，「学習における主体的必然性」がテーマで，問題設定のあり方，知識
の意味，授業実践とカリキュラム評価のあり方について研究成果をまとめたものである。子供に受容
された「『まとまり』としての知識は更に子ども自身の用具的なものとなって」発展する。「不確定か
ら確定へ，小より大への有機的発展へとのびゆくことを自覚し，発展としての知識を考えるとき，学
習のし方それ自身は，生活のし方である」と論じ，作文指導における「概念くだき」などを事例に挙
げる。静的な客体的知識が「連続した組合わされた知識」となるためには，「よりよき社会生活を建設」
しようとする「必要」から始まる。「不安定な状態が一つの経験を生み，この経験が知識の組織を要
求」する。「不安定な状態は問題状況」にあり，その「問題こそが知識を組織するよりどころ」とな
る。例えば，「農村の生活がもっと便利になったらいいなあ」という課題を解決しようとすることで，
「交通の発達」（4年生）の単元が設定される。これを解決するために，（1）現状の認識，（2）認識の
相対的考察，（3）方法の探求（歴史的考察，地理的考察），（4）現状の再認識という問題解決学習の
単元構成がとられる。
4年生の単元「交通の発達」を見ると，上段の枠には「児童の欲求問題」（遠く旅行したい）が挙
げられ，それとの関係で，「学習活動」「時数」「具体的目標」「指導上の留意点」そして最下段に「評
価」の枠が設定されている。学習活動では，（1）旅行の経験を話し合う，旅行先を白地図にかきいれ
る，模型にするなどで 5時間が当てられ，「毎日の生活は交通機関に支えられている」という理解に
よって「具体的目標」が設定され，そして「評価」では，「発表の態度，地図記入の技能」と「模型
製作の技術」などが観察される。最終的には，「（11）村の交通を便利にするには，どうしたらよいか
考えよう」に至る総時数 54時間の単元計画である。「今迄の自分の経験から始まり，他人の経験をき
き，しかる後に調査し，他と比較してみて，はじめて一つの結論に到達」する。「一つ一つ確実につ
みかさねられていくことが真に生きて働く知識，つながりをもった知識となる」と同校は捉えた（29）。
文部省実験学校の報告書に戻るなら，福沢小学校は，「民主社会の有能な社会人」育成を目的とし
て，生活単元学習と教科以外の活動とを関連させることで「生きて働く知識」を児童・生徒の内側
に構成することが不可欠であると構想した。そのために，まず，「こどもそれ自身の立場から出発し，
主体的にこどもの力が伸ばされること，こども自体の学習の中にも，学習の対象となる事象にも必然
性をもたせること，いかなる知識も，それがこども自体のうちに統一性をもち，構造づけられ位置づ
けられなければならない」という。要するに児童生徒の内側に主体的な認識構造を作ることが狙いと
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され，その有効な方策として「単元学習と教科以外活動との連関」が追究された。「単元学習は問題
解決力をつけるのに，典型的，意図的，選択的であり，教科以外活動は，日常的，実践的，リズム的
であり，この両者がこどもによって統一されるときに，はじめて生きて働くまとまり」，即ち「生き
て働く知識」が形成される。実際のありようは，日常生活⇔単元学習⇔教科以外活動の相互関係性が
密に展開されることで，「生きて働く知識」が生徒の内側に形成される，と同校は捉えた。
知識を詳細に詰めるなら，知識は「意味と原因のからみ合った中に知識は位置をもっている」ので，
その知識の習得を通して，私たちは判断力を獲得する。そこで「正しく判断するには，主として社会
科でねられる知識」が必要であるという。当時は社会科を中心として「意味と原因」を追究する生活
単元学習であったので，同校はそのように捉えたのであろう。さらに，社会科で得られる知識以外に，
「処理する能力の根底には，各教科で養われる基礎的知識がある」。生活単元学習で得られる「内容的
知識」と各教科で得られる「基礎的知識」が，「こどもの心の中で組み立てられ，一つの構造をもっ
て解決に当たることのできる知識」となる，この組み立てには教科以外活動が不可欠な役割を担う。
単元学習と教科以外活動の「基盤的な層」をなす「基礎学習では主として普遍的知識が，教科以外の
活動では主として具体的知識が，単元学習では主として個性的知識が獲得される」と同校は捉える。
「個性的知識」の説明はないが，一人一人の問題意識に基づいて問題解決学習をするので，知識の習
得と理解が児童生徒によって異なるという意味に解される。これら「普遍的知識」・「具体的知識」・
「個性的知識」の「三つの知識は，そのままでは完全ではあり得ない」。基礎学習・単元学習・教科以
外活動の「それぞれの課程をふみ，相互に関連させることによって，知識は，はじめて確実になり，
生きて働く知識となる」と同校は捉える。この「相互に関連させる」教育実践として，単元「新聞」
では，学校新聞発行の経緯が詳細に報告されている（30）。
その中で同校は「知識の系統的指導の必要」を強調していることが注目される。「知識は，学習の
順序系統に即して指導されなければならない」，「生徒たちにまず材料をあたえ，そしてこの教科のつ
みかさねによって，それを子供自身の体系を作り出していく材料が子供の力に即してより多く多様に
つみかさねられるほど，ますます，体系は高くなり，ついには論理的・哲学的命題の抽象にまで到達
する」。「子供自らが，系統を持って習得したさい，いくつかの結論は，事実を順序だて習得していく
ものである。私たちは知識をより確かなものにするために，子供達が獲得し易いように知識を順序づ
け，整理されることを忘れてはならない。そして子供達が原理や法則を発見するようにしなければい
けない」というのである。ここまで「知識の系統的指導」の意義を強調するなら，系統主義の教科カ
リキュラムに変更してもよさそうであるが，同校は，「子供の心的なはたらき」に注目して，感情―
知覚―思考―意思という心的過程を重視する。「感ずる子」「考える子」「働く子」を「教育のモット」
にし，「子供の問題を出発として子供の思考力をたかめる」という問題解決学習を評価しており「能
率的である」と意義付けている。「能率的である」という評価は，1958年学習指導要領改訂で見られ
るキー概念で，同校ではこの時が初出で，カリキュラム評価の新たな視点が立てられたことに注目し
たい。「能率」を重視するなら系統的な教科主義カリキュラムを志向することが推測されるからであ
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る。しかも「各領域の含む本質を極め具体か
ら抽象的な理解にまで発展する可能性を基礎
学習は有している」とまで系統的な基礎学習を
評価した。さらに注目すべきは，「能力の差に
応ずる指導の必要」も新たに打ち出したことで
ある。「基礎学習に於て，知識や技能の把握も，
それぞれ各人各様である。このような能力の差
に対する配慮，即ちグループ学習のさせ方，反
復練習のさせ方」など，能力差に分ける教育も
「能率」につながるものとして重視された（31）。
（4）実験学校としてのカリキュラムの提案
福沢小学校は，「生きて働く知識」の習得と
統一性を志向して，教科以外の諸活動を学校経
営の委員会活動と一体化させ実際生活に即し
た活動を充実させてきた。その結果，一定の確
立を遂げたのが図表 9「基盤組織表」である。
1951年度以前は，児童生徒と教員がともに学
校を経営していく上で，図書・新聞・購買・
銀行・放送等の自治活動組織を編成してきた。
「人としての生活の諸形式を考え，価値高きも
のをねらいとし」，政治・経済・芸術文化的・社会・健康・倫理的な面等の「諸側面から考えて部を
作り，それらの面を実際生活の上から伸ばしていこうとした」という。これによって「単元学習・基
礎学習・教科以外活動が教育構造の上から統一され，知識とその実践応用という面からみて」，「望ま
しい経営」の基盤組織表ができたのである。進化の過程で，1953（昭和 28）年度には，「経営活動が
クラブ活動的色彩を帯び」，「経営活動班が主催する学校行事をはっきり持つようになってきた」とい
う。例えば，経営の新聞班は，学校新聞の発行，作文集編集・掲示等を任務とし，その活動のために
作文や印刷・編集の知識・技術が必要でこれを実際的に使いこなすことで「生きて働く知識」となり，
さらには，経営班の域を越えて，作文クラブを結成するに至り，作文コンクールや PTA通信用作文
の募集なども自分たちで企画するまでに発展したのである。このように経営活動とクラブ活動がつな
がることで，「個人的にまた学級社会全体や学校社会全体が向上し」，「学習全体の基盤組織へと変っ
てきた」という，そして人的，時間的に「能率」がよくなったことも強調されている（32）。
ところで 1951年学習指導要領改訂では，各教科が 4領域に分けられて時間数が％で示されるなど，
裁量巾の広い時間設定が可能となり，カリキュラム構成が自由化されたが，福沢小学校の提案は，ほ
ぼ学習指導要領通り，4領域構成の％をふまえた時間数とし，かつ教科外活動を設定している（図
図表 9　基盤組織表
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表 10）（33）。同校の各教科の時間数は，裁量巾が
あるにもかかわらず一般的な時間配分で，社会
科の時間数も特に多いということはない，また，
いくつかの教科から時間を集めてコア課程を編
成することもしていない。前述の研究経緯から
分かるように，基盤組織の活動と社会科の単元
学習がカリキュラムの軸となっており，とりわ
け教科外の基盤組織の活動が実質的にコア軸と
なっている。
図表 11は 5年生の週計画基本表であるが，金
曜日の午後の「経営クラブ活動」と土曜日の「全
校朝会」で週の目標が討議・決定され，「一つの目標に，週活動，各部の活動，学級の打合せ，学級
常会等多くの活動が集中して活動全体が統合」される。例えば，2月上旬に悪性の流感が流行するこ
とで，「かぜをひかないように元気をつけよう」という目標がたてられると，保健部は予防対策の掲
示・報道，新聞・放送部はニュースづくり，美化部は流感予防のポスターづくり，体育部は健康対策，
さらに教科でも，理科は「冬の天候」の良い導入，家庭科は「冬はあたたかく」の単元での保健対策，
算数科は温度・湿度・欠席児童数のグラフ化による分析などが展開された。報告書では，「日常の生
活行動と，それを深めるための教科の学習がマッチして，かぜの対策が数的・科学的に追究され，多
くの者の協力によって，理解と実践が統一され生活行動が深まっていった」と報告されている。この
ような学習によって，各教科との関連づけと同時に生活指導と道徳教育の役割も果たすことが期待さ
れている。しかし，各教科は，一定程度，教科外の基盤組織活動と関連づけることはしても，基礎
学習として果たす役割がかなり重視されている。研究開発のプロセスにおいて，コア・カリキュラム
化するよりも各教科の科学的系統的教育を重視することに傾斜してきている。図表 10の配当時間及
び図表 11の週計画基本表を見てもわかるように，各教科で教えるべき時間がきちんととられている。
報告書では，「研究を進めてみると」「理想
的なこどもの姿を描き，現実のこどもの実
態をよく見つめ，理想と現実の落差をなく
すための教育課程を考えなければならなく
なってきた」という。その検討の結果，「単
元と教科外の連関ばかりでなく，教育の全
体をながめてみると，各教科には教科の独
自な技能面と，教科として人間形成に寄与
する重要な面があるから，この方面から各
教科を検討して，各教科の位置づけを考え
図表 10　福沢小学校の教育課程の配当時間
図表 11　週計画基本表（昭和 30年 6月 1日）
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ることが有効な全体計画立てる上に重要であることに気づいた」という。ただし，各教科の知識教育
だけであると，実践性が弱く，「ばらばらになりやすい傾向」になるので，教科外の基盤組織の活動
によって統合するというカリキュラムを開発したのである（34）。結局，福沢小学校は，各教科の知識・
技術の教育を基礎課程としてこれまで以上に重視し，教科外の基盤組織の活動を主軸として，これに
可能な限り各教科をつないで「生きて働く知識」を確保し，民主主義社会の実現に向けて生活的実
践性と統合性をもたせようという構想によって教科型カリキュラムに行き着いたと捉えられる。1958
年改訂の系統主義カリキュラムとは距離のある，むしろ生活の実践性を重視した教科型カリキュラム
であると言えよう。
結論　生活の実践性を重視した教科型カリキュラム
すでに拙稿「戦後改革期におけるコア・カリキュラムの開発研究―東京学芸大学附属小学校の複合
型カリキュラム―」で明らかにしているように，東京学芸大学附属世田谷小学校が開発したカリキュ
ラムは，「複合型カリキュラム」であると自ら捉えていた。それはコア・カリキュラムと教科型カリ
キュラムとの中間に位置するが，コア・カリキュラムの
変型である広域カリキュラムではなく，教科型カリキュラ
ムの変型である。世田谷小学校で開発されたカリキュラ
ム（図表 12）を見れば，「基礎課程」は 4領域に束ねられ
てはいるが，その実質は学習指導要領に沿った 6教科が並
立する教科主義で，かつ「問題課程」は社会科と理科の並
立である。最終的に提案された図表 13「週時間配当表」は，
学習指導要領の総時間数を参考に配分したということで，
結局，教科型カリキュラムの運用をしていることがわか
る（35）。問題解決課程の社会科と理科では総合的単元で社
会及び自然の領域の問題解決学習を展開し，さらに実践課
程では，学校行事・クラブ活動・奉仕活動・生活指導な
ど教科外の諸活動を通して実践的に学習することが期待 図表 12　世田谷小学校の開発カリキュラム 
課程
学年
実践
課程
問　題　課　程 基　　礎　　課　　程
計
社会的 理科的 国語 算数 音楽 図工 家庭 体育
1 4 4 2 6 3 2 3 / 3 27
2 4 4 2 6 4 2 3 / 3 28
3 5 5 2 6 4 2 3 / 3 30
4 7 5 3 7 5 2 2 / 3 34
5 9 6 4 7 5 2 2 1 3 39
6 9 6 4 7 5 2 2 1 3 39
図表 13　世田谷小学校の週時間配当表
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されている。しかし，福沢小学校ほどには，問題解決課程と実践課程がカリキュラムの中心的な軸と
はなっていない。また，同校の期待する人間像や教育目的では，福沢小学校ほどに民主主義社会を実
践的に支えるという熱意はなく，むしろ現実の課題解決による現実適応・処理の能力養成が目指され
ている。だから，学校行事・クラブ活動・奉仕活動は，子ども自身が自ら創出するという福沢小学校
のような組織づくりや実践は目指されていない。世田谷小学校の説明では，「これは日常的な実践を
通して，実行力のある実践人を育てる場であって，学校および学級の集団生活によって，民主的な人
間関係のあり方をじかに学」ばせるとされ，そのために「日常の規律を申し合わせるとか，行事を計
画するとか，学級新聞を作る相談をする」などが挙げられているが，前述のように「4月　計画を立
てて進んで実行しよう」，「11月　きまりを進んで守ろう」など，生活指導的側面が強く，特段に「民
主的」なあり方は追求されていない。同じく文部省実験学校であった福沢小学校の報告書には，「昔
通りのしつけ」と「民主的社会における道徳」との違いについてのより深い追究と実践が見られたが，
附属世田谷小学校の場合は，むしろ「昔通り」に近く，学級児童会は編成されても生徒の自主的な活
動を活発にする生徒自治会を育成する積極性は見られない。むしろ全体に奉仕する児童生徒像が志向
されていたと捉えられる（36）。
両校とも，生活カリキュラムの影響をかなり受けて，その趣旨を生かしつつ，基礎課程において系
統的な教育をすることで学力低下に対応しようとしていたことが確認できる。その結果，教科型カリ
キュラムの能率性・安定性・科学性が再評価された。他面，分裂しがちな教科型カリキュラムの欠点
を補い，かつ各教科を統合するために，教科外の諸活動と，社会科・理科の単元学習がカリキュラム
の軸として構成された。しかし，教科外の諸活動については，地域の特性や目指す人間像との関係で，
大きな違いが見られた。農村の福沢小学校は，封建的な地域を民主的に近代化する「改革の担い手」
を育成しようとしたが，大都市の世田谷小学校では，目まぐるしく変化する近代化の諸課題に対応で
きる処理能力を育成しようとしたと捉えられる。文部省実験学校という位置づけから両校を比較する
と，福沢小学校の成果は，井上喜一郎校長の独特の教育思想の下に本格的な実践であるので，全国の
モデル・カリキュラムとして一般化することは困難であったと思われる。その点，世田谷小学校の教
科型カリキュラムは，今後の近代化に向けて多くの学校で採用できると判断されたのではないだろう
か。なお，1958年改訂の観点から見ると，系統的な基礎教育を重視する教科型カリキュラムに近づ
きつつあるが，両校とも生活カリキュラムへの志向が強く，1958年改訂とは基本思想を異にしてい
ると捉えられるが，その詳細な検討は今後の検討課題としたい。
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